平成2９年度　第８回気高地域振興会議議事概要
日　時　平成３０年２月１５日（木）午後１時３０分から午後３時１５分
場　所　気高町コミュニティーセンター　２F大会議室
〔出席委員〕

河根裕二委員、池長綾子委員、　西尾雅彦委員、田中洋二委員、池原隆秋委員
田中敦志委員、横田昭男委員、水津文恵委員、松本弥生委員、米田克彦委員
三澤秀正委員
〔欠席委員〕
荒尾 　極委員
〔事務局〕

武田敏男支所長、橋本浩之副支所長、木下敬一産業建設課長、

大角正道市民福祉課長、石井盛光地域振興課課長補佐
［傍聴者］
なし
◎会議次第

１　開会

２　あいさつ
３　協議事項

　　（１）新市域振興ビジョンの改訂について
　　（２）新市域振興ビジョン推進計画の進捗状況について
４　その他
　　（１）中核市移行について
　　（２）しょうがぽかぽかフェスタについて

５　閉会
◎議事概要

１　開会

２　あいさつ
３　協議事項

（１）新市域振興ビジョンの改訂について
【事務局】Ｐ１～Ｐ４に基づき説明。
【委員】気高町の特産品に有機米こしひかりとあるが、逢坂地区では有機の大豆や小松菜を作っているので、今後着目してほしい。
【事務局】新市域振興ビジョンの推進計画で生産を奨励していく方向で検討します。
【委員】Ｐ３の歴史で、「市制・町村制の実施により、７か村が成立」の箇所は、逢坂村が抜けているのではないか。
【事務局】修正します。
【委員】浜村温泉館は、営業していないが観光資源に入れたままでよいか。
【事務局】休館中であり、再開に向けて検討しているところですのでそのままとします。
（２）新市域振興ビジョン推進計画の進捗状況について
【事務局】Ｐ５～Ｐ６に基づき説明。

【委員】浜村駅前整備計画の状況はどうか。
【事務局】ＪＲとの協議が終了した後、来年度に、工事着工となります。
【委員】気高町の偉人　田中古代子の顕彰活動、また、平成３２年は、濱田台児さん没後10周年となり何か出来ないか検討して頂きたい。
【委員】西地域の企業誘致はどのように考えているのか。
【事務局】西地域には、まとまった工業用地が無いため、布袋工業団地や河原ＩＣ山手工業団地に企業誘致をしています。
南地域の企業誘致状況を見ながら西地域の工業団地を検討します。

【委員】教育のまちづくりについては、学校教育だけではなく社会教育も検討して頂きたい。

【委員】農産物や温泉などを活用し、健康団地のようなものを検討してはどうか。
【事務局】地域の資源を　資源を活かして、雇用が生まれるよう考えたいと思います。
【委員】浜村温泉館は、地域活性化のため必要と考える。施設整備も計画に入れるべきと思う。
【事務局】検討していきます。
【委員】地域振興策として経済の活性化を計画してはどうか。空き家や公共施設の利活用など検討して頂きたい。また、伝統文化を保存・継承するための計画を検討して頂きたい。
委員からのご意見は以上。

【事務局】多くのご意見を頂きましたので次回、検討のうえ、推進計画をお示しさせて頂きます。
４　その他
　（１）中核市移行について
　【委員】中核市となって保健所など職員数はどうなのか。
【事務局】中核市に関係した職員数は、約70人程度だと聞いております。

【委員】保健所の窓口は、支所でも対応可能ということか。

【事務局】市民福祉課が申請等の窓口として対応します。

　（２）しょうがぽかぽかフェスタ２０１８のチラシについて
　特に意見なし。
　
５　　閉会
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